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界の立上りについては設計値に近く，しかも最大磁界立上り速度は， 4. 4X 106 T /sec という大きな
値を得ている。次にシータピンチ実験に台いて予備加熱と電離度については予備加熱用高周波電流の
( 1/4 )半波の数のみが寄与し，電磁界の強さ，周波数によらないことを実験的に示している。ま
たプラズマの加熱過程について種々の測定手段により従来からよく使われる MHD モデルでは説明し
きれない幾つかの現象を発見している。そこで反射イオンモデルを基盤とした理論的考察と計算機シ
ミュレーションを行ない，実験結果と比較してイオンの振舞がプラズマの加熱過程において重要な役
割を演じているごとを明らかにしている。
以上の成果はプラズマ理工学および核融合研究における高ベータプラズマの今後の研究に寄与する
ところが大きしh よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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